
新荘学区の常住人口	 世帯数 2,928
男 2,658　女 2,818　　合計 5,476

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 486	（ 8.9％）	 15	〜 64 才	 3,073	（56.1％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,917	（35.0％）

７月21日（日）、新荘小学校校庭において、
新荘夏まつりが開催されました。
天候は前年同様猛暑日となり、最高気温は
35度でした。
15:30から開会式と１年生紹介に続き、各
テントにおいて例年通りの模擬店や面白い
様々なゲームコーナーが一斉にオープンしま
した。また、アトラクションとして管楽合奏、
ダンス、太鼓、民謡踊り、防災展示、サプラ
イズ出演、最後にフィナーレの花火などの催
しが行われ、19:10に終了しました。
昨年に比べ、ステージ等の会場の配置を一
部変え音響効果がよくなったほか、若い方々
の参加が目立ち例年の約2,500人を上回る住
民の皆さんが来場されました。皆さん、暑さ
にめげず和気あいあい夏まつりを楽しみ、新
荘地区の交流の輪を広めることができまし
た。

新荘地区の交流の輪を広め
心ひとつに

１年生の紹介

磯山純出演

常磐大高校ダンス部

はまゆう会

新荘小管楽合奏部

主催者及び来賓の皆様

ふれあい渡里太鼓の会

新荘会ホームページの紹介

※検索のほか、QRコードからもアクセスできます。

住みよいまちづくり新荘会 検索

新荘会や関係団体からの回覧等のお知らせをいち
早く掲載してますのでご利用下さい。
名称「水戸市新荘地区地区会
　　　住みよいまちづくり新荘会」
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那珂川クリーン作戦
に参加

７
月
７
日（
日
）朝
、
那
珂

川
水
系
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

実
施
さ
れ
、
新
荘
地
区
か
ら

川
又
新
荘
会
会
長
以
下
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
真
夏

日
の
中
、
万
代
橋
～
松
本
町

間
の
往
復
３
km
の
右
岸
の

清
掃
を
実
施
し
、
不
法
投
棄

物
を
撤
去
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
１
回

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

５
月
26
日（
日
）、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
18
名
が
参
加
し
、
６
チ
ー
ム
に

よ
る
今
年
度
１
回
目
の
和
気
あ
い
あ
い

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

来
る
10
月
27
日（
日
）、
新
荘
会
は
マ
ラ
ソ
ン

応
援
を
前
年
同
様
実
施
し
ま
す
。
種
目
は
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
で
、
往
路
の
応
援
を
行
い
ま
す
。

町
内
会
等
、
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

優 勝

菅野俊安・
袴塚孝太・
三宅晴美チーム

二 位

梅原正子・
寺門恵美子・
飛田チーム

三 位

山部正彦・
塙俊夫・
袴塚禮子チーム

結 果

受付等実行本部グランド中央の休憩会場

女性防火クラブ

煙と消火体験サッカーゲーム

やきとりやきそば

アメリカンドッグもつ煮込み

ベルギーワッフルジュース

かき氷高齢者クラブ　ポップコーン

６チーム・トーナメント戦昨年度の大工町での応援

新荘地区参加者による回収作業

はげみ・のぞみ

関東電気保安協会

共に生きる
地球のためにできることは?

子供会

沢山のゲームコーナーフィナーレの花火

一
．
応
援
場
所

　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～
神
応
寺
前
～
雷

神
宮
前

二
．
応
援
時
間　

　

８
時
45
分
～
９
時
30
分

【
９
時
２
分
頃
（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー

ト
）～
最
終
走
者
通
過
ま
で
】
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水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
し
よ
う
‼

第
９
回



新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

５
月
11
日
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支

部
の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
さ
つ
に
続
き
、
袴
塚
市
議
会
議
員

な
ど
よ
り
来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
欠
席
さ
れ
た
高
橋

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

 

新
荘
地
区
町
内
会
長
54
名
を
含
む

82
名
が
出
席
し
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
、
収
支
報
告
及
び
令
和
６
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
新
荘
会
の
定
期
改
選
及
び
社
会

福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
長
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、
水

戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
会
長
主
催
者
あ

合
同
総
会

■

退
任
あ
い
さ
つ

こ
の
度
任
期
途
中
で
す
が
健
康

上
の
理
由
に
よ
り
支
部
長
を
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
支

部
長
の
軍
司
さ
ん
か
ら
引
き
継
い

で
十
三
年
の
永
い
間
女
性
の
会
や

民
協
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
に
は
副
支
部
長
の
笹
島
隆

治
様
に
引
き
継
ぎ
い
た
し
ま
し
た
。

私
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

誠
に
簡
単
で
す
が
お
礼
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前支部長

青 木 　 實

■

就
任
あ
い
さ
つ

今
年
度
よ
り
支
部
長
と
い
う
大

任
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
懸
命

に
そ
の
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

近
年
、
私
達
の
生
活
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

状
況
の
中
、
社
協
新
荘
支
部
と
し

て
は
、
地
域
の
方
々
が
健
康
で
生

き
甲
斐
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
各
種
事
業
に
取
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
皆
様
方
に
は
、
今
後
と

も
地
域
福
祉
活
動
に
、
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新支部長

笹 島　隆 治

令
和
６
年
度

川又一郎新荘会会長主催者挨拶

女性の会　支部長紹介

社会福祉協議会新荘支部審議

水
戸
市
議
会
議
員

…
…
…
…
…
…
…
…
袴
塚
孝
雄
様

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

…
…
…
…
…
…
…
…
小
泉
直
紀
様

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

…
…
…
…
…
…
…
…
水
越
健
一
様

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
所
長

…
…
…
…
…
…
…
…
川
角　

元
様

・
会　

長
…
川
又
一
郎

・
副
会
長
…
各
部
長
兼
務

・
総
務
自
治
部
（
事
務
局
）

　

部　

長
…
川
又
健
志

　

副
部
長
…
小
瀧
み
さ
子
、

　
　
　
　
　

長
谷
川
泰
子

・
広
報
部	

　

部　

長
…
川
又
健
志

　

副
部
長
…
塩
井
雅
子
、
岩
淵
延
子

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部

　

部　

長
（
ス
ポ
推
）…
山
部
正
彦

　

副
部
長
（
ス
ポ
推
）…

　
　
　
　
　

保
坂
英
昭
、
神
尾
智
祐
、

　

副
部
長
…

　
　
　
　

袴
塚
孝
治
、
菅
野
俊
安
、

　
　
　
　

長
谷
川
基
規
、
橋
本
久
雄
、

　
　
　
　

椹
沢
庸
平
、
桐
原
彰
久

・
生
活
環
境
部

　

部　

長
…
飛
田
美
江
子

　

副
部
長
…
中
野
昌
子
、

　
　
　
　
　

寺
門
恵
美
子

来　
　

賓

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

専
門
部
等
新
役
員
（
令
和
６
・
７
年
度
）

・
福
祉
厚
生
部	

　

部　

長
…
笹
島
隆
治

　

副
部
長
…
松
枝
道
子
、
名
越
光
江

・
防
災
委
員
会

　

委
員
長
…
森
本
久
夫

　

副
委
員
長
…
松
枝
道
子
、
小
網
昇

・
監　

事
…
吉
成
保
一

・
監　

事
…
郡
司
新
一
郎

・
支
部
長
…
笹
島
隆
治

社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

新
支
部
長
（
令
和
６
年
度
～
）

●
新
荘
夏
ま
つ
り

……
…
…

七
月
二
十
一
日

●
福
寿
の
つ
ど
い

……
…
…
…

九
月
十
六
日

●
市
民
運
動
会

……
…
…
…
…

十
月
十
三
日

●
歩
く
会

……
…
…
…
…
…
…

十
一
月
十
日

●
新
荘
地
区
合
同
新
年
会

……

一
月
十
一
日

●
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

……
…

三
月
二
日

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
荘
支
部
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7
月
５
日
　
新
荘
地
区

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

水越健一
新荘市民センター所長

今
年
四
月
に
吉
田
市
民
セ
ン
タ
ー

よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
市
民

セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

大
工
町
３
丁
目
東
側
に
久
保
町
が
あ
り

ま
し
た
。（
地
図
参
照
）

こ
の
町
は
、
外
堀
の
出
来
た
寛
永
15

年
（
１
６
３
８
年
）
以
降
に
開
か
れ
、
は

じ
め
常
葉
村
の
一
部
で
し
た
が
６
年
後

の
正
保
元
年
、
町
に
な
り
ま
し
た
。
堀
を

隔
て
て
泉
町
と
大
工
町
の
向
い
側
に
あ

る
こ
と
か
ら
向
町
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
町
か
ら
火
災
が
多
く

発
生
し
、
天
和
元
年
（
１
６
８
１
年
）
に

も
こ
の
向
町
の
町
家
か
ら
上
町
の
大
半

を
焼
く
大
火
が
あ
っ
た
た
め
７
年
後
の

元
禄
３
年
に
防
火
の
願
い

を
込
め
、
水
に
縁
の
あ
る

井
の
字
を
加
え
て
向
井
町

と
し
ま
し
た
。

天
保
年
間
（
１
８
３
０

～
４
３
年
）
の
戸
数
は

１
７
６
戸
で
し
た
。
木
戸

が
あ
っ
て
、
水
戸
城
下
と

村
方
と
の
境
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
向
井
町
と
久
保

町
、
新
大
工
町
、
川
和
田

横
町
の
４
町
か
ら
名
主
１

人
、
組
頭
５
人
な
ど
が
え

ら
ば
れ
ま
し
た
。
明
治
５

年
、
向
井
町
に
郵
便
受
付

所
（
現
大
工
町
郵
便
局
）

が
設
け
ら
れ
た
。

向
井
町
は
、
昭
和
９
年

に
一
部
か
ら
栄
町
１
丁
目

が
新
設
さ
れ
、
国
道
50
号

線
、
岩
間
街
道
を
境
と
し

て
42
、
43
年
に
大
工
町
１

～
３
丁
目
に
分
か
れ
、
表

通
り
に
は
事
務
所
や
商
店

が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

向
井
町
の
東
側
（
大
工

一
．
向
井
町

二
．
新
大
工
町

新
荘
散
策

町
一
丁
目
）
は
大
工
が
多
く
住
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
大
工
町
の
名
が
起

こ
り
ま
し
た
。
寛
永
年
間
に
は
、
大
工

町
か
ら
光
台
町
（
後
の
並
松
町
）
を
経

て
馬
口
労
町
ま
で
の
外
堀
工
事
の
た

め
に
、
土
地
を
失
っ
た
者
の
多
く
が

向
井
町
裏
（
南
側
）
に
移
転
し
て
新
た

に
町
を
開
き
、
そ
の
地
が
新
大
工
町

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

天
保
年
間
、
戸
数
は
25
戸
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
町
か
ら
向
井
町
に
出
る

横
町
は
、
か
つ
て
泉
蔵
院
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
訛
っ
て
セ
ン
ダ
（
泉
蔵

院
）横
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

新
大
工
町
は
昭
和
42
年
に
大
工
町

２
丁
目
と
元
山
町
１
丁
目
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
地
は
土
地
が
自
然
に
低
く
、

北
側
は
砂
窪
と
呼
ば
れ
る
所
も
あ
っ

た
た
め
、
窪
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
後
に
久
保
町
と
文
字
が
改
め

ら
れ
た
。
天
保
年
間
の
戸
数
は
54
戸

で
し
た
。
東
は
向
井
町
、
西
は
常
葉
村

の
境
と
な
り
、
こ
の
町
の
木
戸
は
、
馬

口
労
町
、
向
井
町
の
木
戸
と
共
に
水

戸
城
下
と
村
々
と
の
境
を
な
す
も
の

で
し
た
。

明
治
維
新
後
、
禄
を
失
っ
た
水
戸

藩
士
族
が
こ
の
町
に
大
勢
移
り
住
み

ま
し
た
が
、
そ
の
子
孫
は
殆
ど
転
出

し
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
家
は
殆

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

日
露
戦
争
直
後
の
頃
は
こ
の
町
で

営
業
し
て
い
た
商
店
は
数
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
近
年
、
こ
の
町
の
表
通

り
国
道
50
号
線
の
幅
員
が
拡
張
さ
れ
、

両
側
に
新
し
い
商
店
街
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

久
保
町
は
、
昭
和
43
年
大
工
町
３

丁
目
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
久
保
町

大
工
町
地
区
（
大
工
町
一
～
三
丁

目
）
に
あ
っ
た
旧
町
名
の
向
井
町
、
新

大
工
町
及
び
久
保
町
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
42
年
に
町
名
改
称
さ
れ
る
以
前
、

現
在
の
大
工
町
一
丁
目
西
側
の
一
部

か
ら
大
工
町
２
丁
目
、
大
工
町
３
丁
目

の
東
側
の
一
部
に
か
け
向
井
町
が
、
大

工
町
２
丁
目
の
南
に
は
新
大
工
町
が
、

◦砂久保花の会
◦栄町1丁目
◦㈱吉田石油水戸ＳＳ
◦新荘小学校

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
７
月

23
・
24
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
か
ら
は
、
町
内
会
・

自
治
会
の
部
で
砂
久
保
花
の
会

が
努
力
賞
、
小
・
中
学
校
の
部

で
新
荘
小
学
校
が
同
じ
く
努
力

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
表
彰
式

は
８
月
29
日
に
水
戸
市
役
所
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

審 査
対 象
花 壇
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新
任
あ
い
さ
つ

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

大
工
町
地
区

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
５
）

 

新大工町

向井町

栄町1丁目

北町

久保町

木の折町

寿町元山町

砂久保町

東町
大工町 大工町３丁目

大工町1丁目

大工町2丁目

栄町1丁目

緑町1丁目

緑町2丁目

新荘1丁目 新荘2丁目

元山町1丁目

神農寺

別雷神皇大神
信願寺

浄安寺

砂久保神社
砂久保公園

県立歴史館

大工町交差点

青少年会館

〒郵便局

N

凡例
青字 : 旧町名
赤字 : 現在の町名等

川
和
田
横
町

大工町地区

新荘小学校

砂久保花の会㈱吉田石油水戸ＳＳ

向井町、新大工町及び久保町

花壇
コンクール


